
 
 

平成 28 年度「 指 導 と 評 価 の 年 間 計 画 」 

 

教科名 地理歴史 科目名 地理Ｂ 学年 3 年 単位数 3 

指導目標 

生徒が主体的に地理的な見方・考え方を培うことができるようにする。 

世界の諸地域を動態的・静態的にとらえることができるようにする。 

受験に必要な地理の基礎知識を身につけ、図表等の読解力を養えることができるようにする。 
 
月 時間 主な学習内容 (項目 ) 主な学習活動（指導内容）と評価規準 評価方法 

4 9 

Ⅱ部  

現代世界の系統地理的考察 

３章 人口、村落・都市 

①世界の人口 

②人口問題 

③村落と都市 

④都市・居住問題 

・世界の人口について、世界人口の分布の特徴や動態、人口構成や人 

口転換を考察する。 

・人口問題について、世界の人口問題を大観し、発展途上国、先進国、 

日本の人口問題の事例を考察する。 

・村落と都市について、村落・都市の立地や発達・機能や、日本の都 

市の特徴を考察する。 

・都市・居住問題について、その要因と発生のしくみを理解するとと 

もに、都市・居住問題解決のために何が必要かを考察する。 

春季休業課題 

行動観察 

ノート確認 

5 9 

４章 生活文化、民族・宗教 

①生活文化 

②民族と宗教 

③現代世界と国家 

④民族・領土問題 

前期中間考査 

・生活文化について、衣食住を取り上げ、それらの分布や地域的差異

と世界の画一化について考察する。 

・民族・宗教にについて、民族と言語、世界の宗教分布や特徴、生活

との関わりについて考察する。 

・民族・領土問題について、日本の民族や領土、世界各地の民族の共 

生についての課題を考察する。 

行動観察 

プリント提出 

6 12 

Ⅲ部 

現代世界の地誌的考察 

１章 現代世界の地域区分 

①地域区分とは何か 

②地域区分の様々なスケー

ル 

２章 現代世界の諸地域 

①地誌の考察方法 

②東アジア 

・地域区分とは何かについて、地域の概念や地域区分の目的、意義を

理解し、有用性に気づく。 

・地域区分のさまざまなスケールについて、大地域と小地域のスケー

ルによる違いを理解し、有用性に気づく。 

・地誌の考察方法を理解する。 

・東アジアについて、自然環境、中国の民族と人口、食生活と農業、

工業化と経済発展、朝鮮半島の成り立ち、韓国の産業、隣国との交

流などを項目ごとに整理する。 

ノート確認 

行動観察 

7 9 

③東南アジア 

④南アジア 

・東南アジアについて、自然環境、歴史と文化・民族、農業と変化、

ASEAN の工業と変化、及び諸課題について項目ごとに整理する。 

・南アジアについて、自然環境、ヒンドゥー教とインド文化、インド

の農業、工業と IT産業の発展について項目ごとに整理する。 

行動観察 

プリント提出 

8 3 
⑤西アジアと中央アジア ・西アジア・中央アジアについて、乾燥帯が広がる自然環境に着目し、 

 自然、イスラームの生活文化、交易と都市、資源と産業の面におい 

て、類似的な２つの地域を比較して考察する。 

夏季休業課題 

行動観察 

ノート確認 

9 9 

⑥北アフリカとサハラ以南

のアフリカ 

⑦ヨーロッパ 

前期期末考査 

・アフリカについて、中近東文化と中南アフリカ文化という文化に着

目した区分に基づき、自然、歴史的背景と文化、一次産品への依存、

他地域との結びつきについて北部と中南部、両地域を比較する。 

・ヨーロッパについて、自然環境、域内の結びつき、農業・工業の変

化、これからのヨーロッパについて項目ごとに整理する。 

行動観察 

 

 

10 13 

⑧ロシア 

⑨アングロアメリカ 

 

・ロシアについて、亜寒帯が広がる自然環境の特徴、歴史と社会の変

化、極東ロシアと日本の結びつきについて項目ごとに整理する。 

・アングロアメリカについて、自然環境、アメリカの移民国家として

の発展、人口と都市、産業、世界のなかのアメリカ、アメリカとの

結びつきの強いカナダについて項目ごとに整理する。 

行動観察 

 

11 13 

⑩ラテンアメリカ 

⑪オセアニア 

３章 現代世界と日本 

学年末考査 

・ラテンアメリカについて、自然環境、大土地所有制と農業の変化、

工業化と生活の変化という特徴ある事象と他の事象を有機的に関連

づけて考察する。 

・オセアニアについて、自然環境、移民の歴史と多文化社会、アジア

との結びつきという特徴ある事象と他の事象を有機的に関連づけて

考察する。 

・現代世界における日本の特徴について多面的・多角的に考察し、日

本が抱える諸課題を探究する活動を通して、その解決の方向性や将

来の国土のありかたなどについて展望する。 

行動観察 

ノート確認 

12 
～ 
2 

28 既習事項のまとめ 
・センター試験に向けて問題演習などを通して既習事項の確認をし、

地理的思考力の育成を図る。 
行動観察 

 



単 元 指 導 計 画 
 
単元の名称 「現代世界の諸地域（オセアニア）」 
 
１ 基軸となる問い 
 オセアニアがアジアとの関係を深めている理由は何か？ 
 
２ 単元の目標 
 オセアニアについて、形式的な地域区分に基づき、１つの大陸と太平洋の島々、移民の歴史と多文化社会、強まるアジ

アとの結び付きという特徴ある事象と他の事象を有機的に関連付けて動態的に考察する。 
 
３ 単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 資料活用の技能 知識・理解 
 オセアニアに対する関心

と課題意識を高め、それを

意欲的に追究し、捉えよう

としている。 

 オセアニアについて、そ

の地域にみられる地域的特

色や地域的課題を地誌的に

考察し、その過程や結果を

適切に表現している。 

 オセアニアに関する諸資

料を収集し、有用な情報を

選択して読み取ったり、図

表などにまとめたりしてい

る。 

 オセアニアについて、そ

の地域にみられる地域的特

色や地域的課題、地誌的に

考察する方法を理解し、そ

の知識を身に付けている。 
 
４ 指導と評価の計画 

 学習活動 評価規準・評価の観点 
 
第

１ 
時
限 

・オセアニアの自然環境について写真資料などから読み取った 
 り、他の地域と比較したりして、その地域的特色を整理する。 
 

１ オセアニアの自然環境 
【ねらい】オセアニアの自然環境について大観させる。 

 
 
・オセアニアの自然環境について、既習事項を踏ま 

えて、諸資料を活用するなど、意欲的に追究し、 
捉えようとしている。 
【関心・意欲・態度】（プリント記述） 

 
第
２
時

限 
・オーストラリアが白豪主義から多文化主義へと移行した背景を、

資料から読み取り、文章化してまとめる。 
 
 
・オーストラリアの歴史とニュージーランドの歴史とを比較し、 
その共通点・相違点を整理する。 

２ オセアニアの歴史と多文化社会 
【ねらい】移民とその政策に焦点を当て、オーストラリアとニ

ュージーランドのそれぞれの国の特色について理解させる。 

 
 
 
・オーストラリアの政策が変化していった要因を、 
諸資料から有用な情報を選択し、読み取った内容 
を適切にまとめている。 
【技能】（グループワーク、プリント記述） 

・２つの国を比較することにより、２つの国の社会  

 の特色について理解し、その知識を身に付けてい 
る。 
【知識・理解】（プリント記述） 

 
第

３
時
限 

・オセアニアの農業区分を、自然環境などと有機的に関連付けて 
地図に表現する。 

 
 
・オーストラリアとニュージーランドを比較し、それぞれの国の 
特色を輸出品目などから理解する。 
 

３ オセアニアの産業 
【ねらい】オセアニアの産業について理解させる。 

 
 
・オセアニアの農業を、系統地理（農業）で学習 

した事項や自然環境などと関連付けて、地図にま

とめている。 
【思考・判断・表現】（プリント記述） 

・２つの国を比較することにより、それぞれの国の 
 産業の特徴について理解し、その知識を身に付け 
ている。 
【知識・理解】（プリント記述） 

 
第
４

時
限 

・アジアとの結びつきが強くなっている理由を、これまでの既習 
事項を踏まえて意見交流する。 

 
 
・オセアニアとアジアとの関係について、今後の両地域の関係に 
ついて、課題も含めて考察し、意見交流する。 

４ オセアニアとアジアとの結び付き 
【ねらい】アジアとの関係が強くなった背景を考察させる。 

 
 
・オセアニアがアジアとの結び付きを深めている理 

由を、これまでの既習事項などと有機的に関連付 
けながら、適切に表現している。 
【思考・判断・表現】（プリント記述） 

・オセアニアとアジアとの関係の深まりについて、

意欲的に追究し、捉えようとしている。【関心・

意欲・態度】 （グループワーク、意見交流、プ

リント記述） 

 



学  習  指  導  案 
教科（科目） 地理歴史（地理Ｂ） 学年・単位数 第３学年・３単位 
単元名 オセアニア地誌（４／４時間） 
本時の目標  オセアニアがアジアとの関係を深めている理由を、既習事項などを踏まえ、諸資料をもとに考察さ

せるとともに、今後のオセアニアとアジアとの関係を現代社会の動向から探究する。 
 
評価規準 
 

・オセアニアがアジアとの結び付きを深めている理由を、これまでの既習事項などと有機的に関連付 
けながら、適切に表現している。【思考・判断・表現】（プリント記述） 

・オセアニアとアジアとの関係の深まりについて、意欲的に追究し、捉えようとしている。【関心・意

欲・態度】 （グループワーク、意見交流、プリント記述） 
指導内容・ねらい 学習内容 指導上の留意点・観点別評価 
導

入 
 
５

分 

・前時までの 
 復習 
 

SQ.１：身の回りでオセアニアと関係のあるものは？ 
・ペアワーク。 ・原材料から類推する。 
・オセアニアと日本との関わりの大きさを実感する。 

・輸出品目から考察させる。 

展

開 
① 
 
２

０

分 

 
 
・資料の提示 
 と読み取り 
（第１段階） 
 
 
・政策転換の 
 説明 
 
 
・資料の提示 
と読み取り 

（第２段階） 
 
 
 
 
 
・他地域との 
 つながり強 
化の説明 

≪第１資料≫ 個別の考察、グループ交流 
・貿易相手国の変化（アジアとの関係深化の事実確認） 
・昭和 30 年代教科書の読み取り（現在と異なる点の記述） 
・カナダ国旗の変遷（国旗の変化が意味すること） 
 
・各種の統計資料を用いて、白豪主義から多文化主義へ変化し

たことを理解する。 
 
 
≪第２資料≫ グループごとに意見提示（発表） 
・日本の高度経済成長とＮＩＥｓの躍進（漢江の奇跡 etc） 
・ＢＲＩＣｓ、ＶＩＳＴＡ（ドイモイ、改革・開放政策） 
・ＡＰＥＣ 
 
 
 
 
・アジアとの結びつき強化の理由について、「イギリスがＥＣ 
に加盟したこと」以外の要素を、第２資料を用いながら説 
明し、既習事項との関連を確認する。 

MQ.オセアニアがアジアとの関係を深めている理由は？ 
（第１資料、第２資料から２段階で考察） 

 
 
・第１資料を提示し、個々に考 
察する時間を設ける。その 
後、グループで交流し、意見 
を交流する。 

 
・説明の際は資料を用いて行 
い、一方的な講義にならない 
よう留意する。 

 
・第２資料の考察 
・オセアニアがアジアとの結び 
付きを深めている理由を、こ 
れまでの既習事項などと有機 
的に関連付けながら、適切に 
表現している。 
【思考・判断・表現】 
（プリント記述） 

・アジアの経済発展を統計資料 
をもとに確認する。 

展

開 
② 
 
１

５

分 
 

 
・試験問題 
 取り組み① 
（誘導付き） 
 
 
・試験問題 
取り組み② 

（誘導無し） 

SQ.2：これまでの学習成果を活かし確認問題を解こう 
・個別で思考⇒グループで交流 
・オーストラリアと他地域との関わりについて出題されたセ 
ンター試験問題を提示し、着眼点を示した資料を参考に、 
これまで学習した内容から考察する。 

 
・個別で思考⇒グループで交流 
・オセアニアに限定しない範囲の問題を提示し、知識をどう 
 応用して問題に取り組むか、知識を組み合わせて多面的に 
考察する。 

 
・問題の解法を、ストーリーを 
 立てて考察することで、オセ 
アニア地域の理解につながる 
ことを実感する。 

 
・考察してもなかなか解答にた 
どり着けない場合にはヒント 
を提示する。 

 

ま 
と 
め 
 
１

０

分 
 

・展開①の資 
料、展開② 
の問題演習 
からの深化 

 
・今後の展望 
 
 

SQ.3：オセアニアの抱える課題は何か？ 
・展開①、展開②を通して、オセアニアの特徴をまとめる。 
・オセアニアの課題として挙げられることを列挙する。 
 
 
・課題を踏まえたうえで、日本とオセアニアの関わりについ 
てまとめる（文章で述べる⇒宿題提示） 

 

・オセアニアの特徴をまとめ、 
アジアとの関係を深めた理由 
を再認識させたうえで、今後 
の課題を考察する。 

 
・オセアニアとアジアとの関係の

深まりについて、意欲的に追究

し、捉えようとしている。 
【関心・意欲・態度】 
（グループワーク、意見交流、

プリント記述） 
 







授業後の事後分析と今後の課題 
   
 導入  
 「身の周りでオセアニアに関係のあるものは？」という問いかけで、アイスブレーク、前時の復習を兼ねたペアワーク

を行った。鉱工業の学習成果が出ていたようで、活発なグループ活動が展開された。プリントには教室の写真を掲載した

ことで、身近なものがオセアニアと関わっていることを理解していたようで、スタートは比較的順調であった。 
 続いて、前回までの授業の概要が掴めているかを確認するために、「オーストラリアに移住する人々の出身地、貿易相手

国はどのように変化したか？」という問いを設定し、簡潔に記すとともに、地図にどう表現したら良いかを考察させた。

生徒は適切に地図表現をしようと努力する姿がみられた。ただし、導入において想定していた時間を超過してしまい、そ

の後の展開での時間が十分取れなかった要因をつくってしまった。 
 
＜参観者より（感想、指摘事項）＞ 
○理系に関わりそうな石灰石、鉄鉱石などの話を何気なくできていた 
○生徒の答えに対してさらにクイズを出して、内容を深めようとしていた 
○ウール、鉄鉱石など、実物教材を提示していて分かりやすい 
○図形表現図を利用することで視覚的に理解が深まった 
▲導入で時間がかかってしまったので、Q.2 は省略するか、もっと簡潔にして展開に時間を取ることもできた 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

導入：地図表現の作業に取り組む様子         展開１：グループ活動の前に個々で思考する様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開１：グループ活動で意見をまとめる様子      まとめ：オセアニアとアジアとの関わりについてまとめる様子 

 

 

 

 

 



 展開１  
 「オーストラリアをはじめとするオセアニアがアジアとの関係を深めている理由は？」を MQ に設定し、≪第１資料に

よる考察≫、≪第２資料による考察≫という２段階でグループ活動を取り入れて考察させた。 
 第１資料は、「Ａ：1962 年の教科書の記述『中学社会地理（帝国書院）』」、「Ｂ：カナダの国旗の変遷とオーストラリア

の国旗」、「Ｃ：オーストラリアのあゆみ」の３つの資料について説明した空欄の語句を補充しながら、資料から読み取れ

ることを考察するという流れである。ここでは、オセアニアがヨーロッパ、特にイギリスとの関係を重視していたが、ア

ジアとの関係を重視するように変化したことを読み取らせることを目的とした。第１資料のＡ・Ｂに関してはよく読み取

りができていたが、Ｃについては、授業者が想定していたもの（1973 年のイギリスＥＣ加盟）とは違う解答（1989 年の

ＡＰＥＣ開催）をしている事例が多くみられ、意図がずれてしまった。第１資料については、後述されているように、「ヨ

ーロッパとの関係が薄れたこと」、「アジアとの関係が深まったこと」に分けた方が良かったと反省している。 
 第２資料は、多くの統計から、有用な情報を取捨選択して読み取れることを考察するという流れである。ここでは、ア

ジアの人口増加が顕著であり、ヨーロッパの人口が相対的に小さくなっていること、アジアの人口大国である中国、イン

ドの経済成長が顕著であり、そのことからこれらの国でエネルギー資源の需要が増加していること、アジアにおいて造船

や製鉄などの重工業が盛んになり、鉄鉱石や石炭の需要が増加し、工業原料の輸入が急増していることを読み取らせるの

を目的とした。ここでは事前協議において資料が多岐にわたり非常に難解だったのではないかとの懸念もあったが、実際

には生徒は資料をよく分析して意図する解答を見い出せたグループが多くみられ、グループワークは概ね成功したと言え

る。ただし、資料を分析して考察したのではなく、既習の事項を挙げただけの可能性もあるという指摘を受け、資料分析

をさせることの難しさを感じた。 
 
＜参観者より（感想・指摘事項）＞ 
○第１資料：個人で考察する時間が十分に取られていて良かった。 
○第１資料：読み取りのヒントとなる文章があることで取り掛かりやすい。 
○第１資料：国旗の変遷の図は資料として面白い（興味を喚起させる）。 
○第２資料：資料の読み取り、考えるきっかけとなるヒント（写真パネル）が用意されていて、そのヒントと資料が関連 
していて、多角的な理解ができた。 

○全体の意見を吸い上げる点でホワイトボードは有効な手段である。またホワイトボードを貼る位置が指定されていて生 
徒がスムーズに行動できた。 

▲第１資料：Ａ・Ｂはヨーロッパとの関係が相対的に薄れ、Ｃはアジアとの関係が強くなることを示しているので、Ａ・ 
 ＢとＣを分けるのが適当ではないか。 
▲第２資料：資料の読み取りはできていたと思われるが、フィードバックが不十分であったように感じた。 
▲ホワイトボードは文字が細かく見にくいグループがあったので、字数制限をするのも手である。 
 

 
 展開２  
 展開１における学習事項や、前回までの授業の内容も踏まえて、センター試験の過去問題を利用して生徒の理解力を図

る時間とした。オセアニアがアジアとの関係を深めているという事実とそのように関係が変化している要因を踏まえた問

題を提示し、問題の解答のみならず、解法（考え方）も考察させるように指導した。１問目は確認問題として、オースト

ラリアの貿易相手国の割合を年代別に示したグラフを読み取るもので、授業内容を理解していればすぐに解答できるもの

を用意し、正答率は高かった。２問目は応用問題として、オセアニア地域の特徴を表から考察する問題とした。これに関

しても学習事項を踏まえて表を的確に読み取り解答することができていた。しかしながら、展開１までに時間がかかりす

ぎてしまい、用意した最後の応用問題に十分に時間を割くことができなかった。 
 
＜参観者より（感想・指摘事項）＞ 
○授業で行った内容について、問題演習があることで集中力が高まって良いと感じた。 
 
 
 



 まとめ  
 単元のまとめとして、「日本とオセアニアとの関わり、およびオセアニアの今後の展望と課題について考察しよう」とい

う問いかけに対してまとめる活動を行った。これについては前回までの授業内容も踏まえての考察で、多角的なまとめ方

が想定されるが、時間が十分に確保できずに不十分な状態で終了となってしまった。入念に時間のシミュレーションをし

たつもりではあったが、結果的にタイムコントロールができなかったのは今後の課題である。 
  
＜参観者より（感想・指摘事項）＞ 
○オセアニアと日本との関わりを考えることで、当事者意識をもてるものとなった。 
○現在のオーストラリア（オセアニア）の立ち位置を考える機会となった。 
 

 生徒の自己評価   
 項目  ５  ４  ３  ２  １ 
積極的に自ら思考できた ２０人 １０人  ３人  ０人  ０人 
積極的に意見交流できた ２０人  ９人  ４人  ０人  ０人 
意見交流で考えが深化した ２１人  ９人  ３人  ０人  ０人 
オセアニアとアジアとの関係について理解できた ２０人 １１人  ２人  ０人  ０人 

   ５：当てはまる ４：やや当てはまる ３：どちらとも言えない ２：やや当てはまらない １：当てはまらない 

＜単元を振り返っての感想（一部抜粋）＞ 
・話して学んだことは、文字をつらつら書く授業より記憶に残るので非常に良かった。考えられる時間があって良かった 
と思います。 

・アクティブ・ラーニングは、最初は微妙だったが、やっているうちに少しずつ楽しくなってきた。楽しく勉強して記憶 
にも残るのは素晴らしい。 

・自分の意見を交流できたし、様々な資料を組み合わせて考察できた。 
・楽しく知識がついたと思います。グループの皆は、ちゃんと意見を持っていて、交流が楽しかったです。 
・イギリスのＥＣ加盟は、オーストラリアにとって大きな出来事なんて知らなかった。 
・ただ授業を聞いているだけじゃなかったので、いつもよりは頭に入りやすかった。 
 
 
 考査問題の事例   
・研究授業においては問題演習の機会を扱ったので、授業プリント（ＨＲ通信 No.110）の Q.4 はそのまま考査問題の事例

としても扱えるものと考えている。ただしそのまま定期考査に出題すると、単なる暗記になってしまうので、定期考査で

は学習内容を別の問い方で確認する形式となった。 
 
＜定期考査で実際に出題された問題＞ 
問：図はオーストラリアの貿易相手国の変化を示したものである。1960 年代まで最大貿易相手国だった国を指摘し、貿 

易相手国が大きく変わった契機として適当な出来事を答えよ。 
 
           
                                
 
 
 
 
            
                                解答例：イギリスのＥＣ加盟 
 
 
 
  出典：教科書『新詳地理Ｂ』（帝国書院 2016）p313 
 


